
企画運営Aグループ
（パネル展担当）

《リーダー》
酒井大介

《サブリーダー》
森みどり

《メンバー》
江里口智美／鎌田満／久保寺寿和子
土橋真太郎／深澤奈美／古屋美代

私たち企画運営Aグループはパネル展を担当しました。年2回のパネル展では、市民の方々が見や
すいようボードに番号を付け、順路を示しました。
内容も見直し、新しいパネルを作成するなど、様々な工夫をしました。

「男女共同参画週間」パネル展では新たに「第9期啓発活動～イベントへの出展～」として甲
府大好きまつり・ぴゅあフェスティバルでの啓発活動の様子をパネルにしました。

グループ活動報告

＊＊＊「男女共同参画週間」パネル展＊＊＊

パネル展準備の様子
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困難な問題を抱える女性への支援に関する法律と困難な問題を抱える女性への支援

「女性に対する暴力をなくす運動」期間でのパネル展では、新たに次のような「DV被害者支援の流れ」
のパネルを作成しました。

「甲府市男女共同参画フォーラム2025」の開催日が国際女性デーであったことから、同時開催のパネル展
で国際女性デーについてのパネルを作成し、国際女性デーのシンボルであるミモザの花を飾りました。

＊＊＊「女性に対する暴力をなくす運動」パネル展＊＊＊

＊＊＊「甲府市男女共同参画フォーラム2025」パネル展＊＊＊

山梨県男女共同参画センターぴゅあ総合
《女性総合相談》電話相談 午前9時～午後5時まで 055-237-7830（相談専用電話）

面接相談 午前9時～午後4時まで 休館日（第2・4月曜日、年末年始）を除く毎日
《男性総合相談》電話相談 毎月第1日曜日 午後1時～午後5時 055-225-3067（相談専用電話）

DV被害者支援の流れ

15



企画運営Bグループ
（甲府大好きまつり・フォーラム活動報告担当）

私たち企画運営Bグループは甲府大好きまつりでの啓発活動とフォーラムでの推進委員会活動報告
を担当しています。甲府大好きまつりではクイズやアンケートを通して男女共同参画について知る
きっかけになるような啓発活動を行いました。甲府市男女共同参画フォーラム2026では推進委員会
の一年間の活動を発表しました。

《リーダー》
山田千恵美

《サブリーダー》
小澤房子

《メンバー》
井尻真理子／菊嶋慶彦／小林茂
清水正／内藤貴夫／平井三十鈴

男女共同参画に関する言葉の認知度アンケート集計結果
令和7年度の甲府大好きまつりにおいて、参加者に下記の言葉についてどのくらい浸透している

かを計るためのアンケートを実施しました。

グループ活動報告

＊＊＊令和7年度「甲府大好きまつり」＊＊＊
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〈ご回答していただいた皆様に解説を配布しました〉

17



企画運営Cグループ
（出前講座・ぴゅあフェスティバル発表担当）

私たち企画運営Cグループは出前講座とぴゅあフェスティバルでの発表を担当しています。
出前講座用に新たなシナリオ「ジェンダー視点から考える防災」を作成ました。

《リーダー》
矢﨑真由美

《サブリーダー》
小林清巳

《メンバー》
赤池まゆみ／遠藤文子／小田切進
上條孝子／田中克枝／塚原國利

私たちが作成した「ジェンダー視点から考える防災」の出前講座をご依頼いただいた地区で発表しました。

令和7年10月25日（土）12:00～12:15
相川地区自治会いきいきサロンにて
参加者：15名

令和7年11月9日（日）10:00～12:00
玉諸地区自治会連合会
防災フェス×健康まつりにて
参加者：22名（全2回）

令和7年12月14日（日） 13:25～13:45
ぴゅあフェスティバル2025にて

グループ活動報告

＊＊＊「ジェンダー視点から考える防災」について発表＊＊＊
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＊＊＊シナリオ「ジェンダー視点から考える防災」＊＊＊
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広報・編集グループ
（広報こうふ記事・ふぇあねす・第9期活動報告書担当）

私たち広報・編集グループは、甲府市内全戸配布の「広報こうふ」の偶数月に男女共同参画
の意識啓発のため記事原稿をメンバー持ち回りで作成し、年度末発行のニュースレター「ふぇ
あねす」や令和6・7年度甲府市男女共同参画推進委員会活動報告書の作成に携わりしました。

《リーダー》
中村京子

《サブリーダー》
天野光江

《メンバー》
飯田裕次／鈴木紀夫／内藤洋子
藤原静 ／矢島良夫

2025年8月号
今月は防災の視点で男女共同参画を考
えてみましょう。災害時は子どもや高
齢者、障がいのある方や男女のニーズ
の違いなどへの配慮のため、その対応
には、男性だけでなく女性の声も反映
される必要があると思います。要配慮
者を含めた方々に対し、災害から受け
る影響の違いに気づき、きめ細やかな
対応ができるよう、災害から一人一人
を守る第一歩として、普段から意思決
定の場へ女性の参画を促すなど、女性
の視点を踏まえた防災・減災を進めて
いきたいですね。

2024年10月号
毎年11月12~25日は「女性に対する暴力
をなくす運動」期間です。暴力には殴る・
蹴る以外にも、暴言・無視など心を傷つ
けることや、行動を制限したり、経済的
に追い詰めたりすることなど、表面化し
にくいものも含まれます。また暴力の被
害者は「自分が悪い」と思い込まされる
ケースも多く、誰にも相談できずに我慢
してしまうこともあります。もし身近な
誰かが被害に遭っていたら、話を聴き、
「あなたは悪くない」と伝えて、女性総
合相談室( 223-1255)を紹介してみて
ください。

グループ活動報告

＊＊＊「広報こうふ」「掲載記事の紹介」＊＊＊
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男女共同参画に関する事項について、昨今の
現状も含め、理解を深めるために、月に一度の
定例会をはじめ、学習会・各種自主事業を行い
ました。ほかにも日本女性会議への参加、甲府
大好きまつりへの出展・国立女性教育会館（N
WEC）男女共同参画推進フォーラムへの参加、
ぴゅあフェスティバルでの発表等、様々なこと
に積極的に参加しました。自主事業や参加事業
を通して、私たちが行っている推進活動の大切
さを感じるとともに、より多くの市民の方々へ
啓発するため継続して活動を行っていきたいと
感じました。

ふぇあねすvol.17

甲府市ホームページから「ふぇあねす」をご覧いただけます

https://www.city.kofu.yamanashi.jp/danjo/event/6kihoukokusho.html#feanesu

ふぇあねすvol.16

＊＊＊ニュースレター「ふぇあねす」＆「第9期活動報告書」＊＊＊

結びに
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（五十音順・敬称略）

第９期甲府市男女共同参画推進委員会名簿
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甲府市男女共同参画推進委員会の活動は甲府市ホームページ
女性活躍支援サイト「甲府なでしこPlus」に掲載しています。
https://www.city.kofu.yamanashi.jp/nadeshiko-plus/index.html
【ホーム＞女性活躍＞女性団体の紹介＞甲府市男女共同参画推進委員会の活動】



表紙デザイン
gender equity(ジェンダー エクイティ)＝男女公正

男女が同等に扱われる（gender equality=男女平等）のではなく
状況や性差に応じて公平に機会が与えられること


